
(1) COUNTIF関数の使い方
https://dekiru.net/article/19807/

(2) ExcelのVLOOKUP関数の使い方【エクセル時短】
https://dekiru.net/article/19807/

(3) Pythonで簡単にできる!バーコードを生成する方法
https://kamedassou.com/

Pythonを使って右図のようにプログラムした。
(図１)
①バーコードの下にある番号を決める。
②バーコードの種類を決める。
③パソコンのファイルに保存させる。
そして、作ったバーコードをシールに印刷し、
透明な袋に入っているパンに張り付けた。

また、ExcelのVLOOKUP関数で値段を表示させ、
COUNTIF関数を用いて、それぞれの値段の購入
された個数を数えられるようにした。(図２）
(図３)

・会計の管理を速くする
・ヒューマンエラーの削減
・購入された商品の個数などの管理

目的
学校にある購買部のパンの購入の履歴を残すために“バーコード”を用いる

ことで生徒自身が値段を知ることができ、管理者のタスクの一つである会計

を素早く済ませられるようにすることを目的とした。
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作成
図１ バーコード作成のためのプログラミング

図２ VLOOKUP関数のExcel 図３ COUNTIF関数のExcel

８月１９日～８月２２日（４日間）
バーコードリーダーをパソコンに繋げて、
シールが貼られているパンを買う際に生徒自
身でバーコードを読み取ってもらった。(図
４)
致遠館中学校・高等学校の今回の機器を使用
した生徒を対象にアンケートをとった。実施
期間が短く使用した人数が少ないことや、混
雑があまり緩和されなかったことが課題とし
て挙げられた。

実施

・シールと一緒に値段も印刷して、バーコードを
読み込まずに値段が分かるようにする。

・実施期間を延ばして使用者に慣れてもらう。
・バーコードを読み込んで得られたデータの
使い道を明らかにする。

・後払いの導入をする。
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図４ 実際に使用した機器

図５ アンケートの結果

生徒自身でバーコードを用いて商品の値段が
分かることができたが、より簡単で素早い方
法が見つかり、改良の余地があった。
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